
 

 

 
 

  Ⅶ 令和６年度研究開発事業の  

   評価に関する総括表  

 

 

 

 

総括表の評価の欄は、それぞれ以下の区分により決定されています。  

 

 １ 評価を行う時点「課題選定時」  

      Ａ：課題として選定することが適当である。  

      Ｂ：課題として選定することは適当でない。  

 

 ２ 評価を行う時点「中間時」  

   「継続」：事業を継続することが適当である。  

   「終了」：予定より早期に目標達成が可能と考えられる。  

   「中止」：当初想定した成果が見込まれない。  

   「延長」：当初想定した成果を出すため、研究開発期間を延長する。  

   「変更」：新たに発生した類似の課題も併せて研究開発を行うことが適当 

である。 

 

 ３ 評価を行う時点「終了時」  

   次の「評価の区分」と「成果の分類」を組み合わせて評価しています。  

 （１）評価の区分 

   Ａ：当初設定した成果があった。  

   Ｂ：一部に成果があった。  

   Ｃ：成果が認められなかった。  

 （２）成果の分類 

   「普及」：普及に移しうる成果があった。  

   「指導」：技術指導の参考となる成果があった。  

   「研究」：研究及び技術開発に有効な成果があった。  

   「行政」：行政施策等に反映しうる成果があった。  
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（
様
式
４
号
）

○
研

究
機
関

名
「

工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評

価
を
行

う
時

点
「

終
了
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選

定
時

、
中

間
時

、
終

了
時

ご
と

に
作

成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

(
1
)
「

新
し
い
生
活
様
式
」
に
適
合

し
た
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
化
食
品
の

開
発
支
援
体
制
の
確
立

R
4
-
5

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
浸
透
に
伴
い
、
店
舗
で
の
飲
食
や
土
産
品
購
入
の
減
少
、
あ
る
い

は
調
理
済
食
品
の
持
ち
帰
り
や
通
販
利
用
の
増
加
な
ど
消
費
行
動
が
変
化
し
た
。
変
化
に
伴

い
、
従
来
よ
り
賞
味
・
消
費
期
限
が
長
い
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
化
食
品
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
県
内

企
業
か
ら
の
技
術
相
談
も
増
加
し
て
い
る
。
食
品
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
化
に
は
腐
敗
抑
制
が
重
要

で
あ
る
が
、
嗜
好
性
保
持
と
の
両
立
が
難
し
く
、
県
内
企
業
単
独
で
の
開
発
は
技
術
的
に
困
難

で
あ
る
。

　
本
研
究
で
は
、
腐
敗
抑
制
と
嗜
好
性
保
持
を
両
立
可
能
な
食
品
変
質
抑
制
技
術
を
実
験
を
重

ね
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
県
内
企
業
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
化
食
品
開
発
を
支
援
す
る
。

6
,
6
6
5

A
-
研
究

本
技
術
を
活
用
し
、
嗜
好

性
・
保
存
性
に
優
れ
た
食

品
事
業
化
に
多
数
繋
が
っ

た
。
ま
た
Ｒ
６
年
度
か
ら

の
県
重
点
事
業
に
お
い

て
、
更
な
る
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
技
術
の
確
立
・
蓄
積
、

県
内
企
業
へ
の
技
術
展
開

が
期
待
さ
れ
る
。

(
2
)
S
D
G
s
に
対
応
し
た
樹
脂
素
材
へ

の
高
密
着
表
面
処
理
技
術
の
開

発

R
4
-
5

　
自
動
車
・
輸
送
機
器
な
ど
の
軽
量
化
を
意
図
し
た
樹
脂
材
料
の
利
用
が
拡
大
し
て
お
り
、
意

匠
性
や
導
電
性
の
付
与
を
目
的
と
し
た
樹
脂
材
料
へ
の
め
っ
き
に
よ
る
表
面
処
理
の
需
要
が
増

加
し
て
い
る
が
、
安
定
し
た
め
っ
き
が
可
能
な
樹
脂
は
A
B
S
樹
脂
に
限
定
さ
れ
、

材
料
選
択
の

自
由
度
が
な
い
。

　
本
研
究
で
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
高
機
能
樹
脂
へ
の
表
面
処
理
、

環
境
負
荷
物
質
の
六
価
ク
ロ
ム
を
使
用
し
な
い
新
た
な
表
面
処
理
方
法
な
ど
、
密
着
性
・
耐
久

性
に
優
れ
た
表
面
処
理
技
術
を
開
発
す
る
。

2
,
2
2
3

B
-
研
究

密
着
性
・
耐
久
性
に
優
れ

た
樹
脂
素
材
へ
の
め
っ
き

は
、
一
部
課
題
も
残
る
が

将
来
的
に
重
要
な
技
術
で

あ
る
た
め
、
密
着
性
評
価

技
術
と
あ
わ
せ
、
今
後
も

引
き
続
き
技
術
開
発
が
必

要
で
あ
る
。

研
究

開
発

事
業

の
評

価
に

関
す

る
総

括
表

研
究
開
発
課
題

626



（
様
式
４
号
）

○
研

究
機
関

名
「

工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評

価
を
行

う
時

点
「

終
了
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選

定
時

、
中

間
時

、
終

了
時

ご
と

に
作

成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

研
究

開
発

事
業

の
評

価
に

関
す

る
総

括
表

研
究
開
発
課
題

(
3
)
金

属
積
層
造
形
装
置
を
活
用
し

た
次
世
代
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
関

す
る
研
究

R
4
-
5

金
属
積
層
造
形
技
術
は
従
来
の
モ
ノ
づ
く
り
の
工
程
を
革
新
す
る
次
世
代
技
術
と
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
県
内
中
小
企
業
が
金
属
積
層
造
形
技
術
の
導
入

を
望
ん
で
い
る
が
、
造
形
物
の
強
度
・
精
度
や
造
形
時
間
が
活
用
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
研
究
で
は
、
金
属
積
層
造
形
技
術
を
用
い
た
時
短
造
形
方
法
と
し
て
既
存
部
品
に
付
加
造

形
す
る
手
法
を
提
案
し
、
造
形
パ
ラ
メ
ー
タ
の
最
適
化
及
び
機
械
的
性
質
の
試
験
を
通
し
て
造

形
物
の
品
質
を
示
す
事
で
実
製
品
へ
の
展
開
を
支
援
す
る
。

7
,
2
4
7

A
-
研
究

金
属
積
層
造
形
技
術
に
関

す
る
評
価
デ
ー
タ
を
基
に

有
効
性
を
確
認
、
積
極
的

に
学
会
等
外
部
発
表
も

行
っ
た
。
今
後
の
研
究
展

開
と
研
究
会
活
動
に
よ

り
、
県
内
企
業
実
製
品
へ

の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

(
4
)
熱

流
体
可
視
化
シ
ス
テ
ム
及
び

C
A
E
を
活
用
し
た
工
場
内
の
微

粒
子
を
含
む
流
体
挙
動
の
解
明

R
4
-
5

　
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
（
金
属
微
粒
子
）
が
規
制
さ
れ
、
熱
中

症
や
コ
ロ
ナ
対
策
も
含
め
た
工
場
内
の
全
体
換
気
が
必
要
と
な
り
、
微
粒
子
を
含
む
流
体
挙
動

の
解
明
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
研
究
で
は
、
工
場
内
の
空
気
の
流
れ
に
つ
い
て
熱
流
体
可
視
化
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
可
視
化

と
、
C
A
E
（
C
o
m
p
u
t
e
r
 
A
i
d
e
d
 
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
）
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
比
較
検
討
を

行
う
事
で
解
析
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
微
粒
子
を
含
む
流
体
挙
動
の
解
明
を
図
る
。
流
体
計
測

と
C
A
E
解
析
の
両
面
に
よ
る
支
援
技
術
を
構
築
し
、
県
内
企
業
の
技
術
支
援
に
広
く
活
用
し
て

い
く
。

2
,
0
1
1

A
-
普
及

実
工
場
に
て
空
気
の
流
れ

を
可
視
化
、
熱
流
体
解
析

と
あ
わ
せ
、
空
調
設
計
の

最
適
化
が
可
能
と
な
っ

た
。
技
術
普
及
セ
ミ
ナ
ー

や
個
別
対
応
に
よ
り
、
今

後
県
内
企
業
へ
の
幅
広
い

技
術
移
転
が
期
待
さ
れ

る
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
中
間
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

(
1
)
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
生
利
用
に
関

す
る
技
術
の
高
度
化
研
究

R
5
-
6

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
社
会
を
目
指
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
に
向
け
た
様
々
な
分
別
回

収
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
強
度
等
の
物
性
が
低

下
す
る
場
合
が
あ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
を
促
進
す
る
上
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

研
究
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
材
が
物
性
低
下
を
起
こ
す
要
因
の
分
析
や
抑
制
手
法
に
関
す
る
研
究

を
行
い
、
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
同
等
の
性
能
を
有
す
る
再
生
製
品
と
し
て
再
び
利

用
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を
実
施
す
る
。
得
ら
れ
た
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
の
高
品
質
化
に
取
り
組
む
県
内
企
業
の
支
援
へ
活
用
す
る
。

1
,
9
8
6

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。

(
2
)
原
土
分
析
診
断
に
よ
る
陶
土
調

製
技
術
の
構
築

R
5
-
6

陶
磁
器
用
と
し
て
成
形
性
や
色
調
に
優
れ
る
良
質
な
土
は
全
国
的
に
不
足
し
て
お
り
、
新
た
な

原
料
候
補
土
を
多
面
的
に
評
価
す
る
手
法
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

で
は
、
土
の
性
質
を
総
合
的
か
つ
産
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
項
目
も
加
味
し
て
多
面
的
に
評

価
・
考
察
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
『
原
土
分
析
診
断
書
』
の
構
築
と
、
そ
れ
を
用
い
た

産
地
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
研
究
で
は
新
た
な
評
価
項
目
と
し
て
、
粘
土
の
成
形
性
に

影
響
す
る
可
塑
性
評
価
手
法
を
確
立
す
る
。
加
え
て
、
省
エ
ネ
に
寄
与
す
る
低
温
焼
成
型
陶
土

の
開
発
を
行
い
、
『
原
土
分
析
診
断
書
』
に
基
づ
く
分
析
評
価
か
ら
有
効
性
を
実
証
す
る
。
得

ら
れ
た
知
見
や
新
た
な
陶
土
を
活
用
し
、
高
取
焼
や
上
野
焼
等
の
福
岡
県
内
窯
元
へ
の
支
援
を

行
う
。

2
,
1
7
7

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
中
間
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

(
3
)
製
品
開
発
支
援
に
向
け
た
乳
酸

菌
の
機
能
性
・
特
異
性
に
関
す

る
研
究

R
5
-
6

乳
酸
菌
は
健
康
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
、
乳
酸
菌
関
連
製
品
の
市
場
は
拡
大
傾
向
が
続
い

て
い
る
。
一
方
、
近
年
で
は
類
似
製
品
が
多
数
あ
り
、
他
と
の
差
別
化
を
目
指
し
て
新
た
な
乳

酸
菌
株
の
利
用
要
望
が
増
え
て
い
る
。
本
研
究
で
は
特
に
果
実
や
花
な
ど
イ
メ
ー
ジ
の
良
い
素

材
由
来
の
乳
酸
菌
に
つ
い
て
機
能
評
価
を
行
い
、
乳
酸
菌
を
利
用
し
た
製
品
開
発
に
必
要
な

デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
す
る
。
企
業
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
特
長
を
有
す
る
乳
酸
菌
を

提
案
可
能
な
体
制
を
構
築
し
て
製
品
開
発
支
援
を
行
う
。

2
,
7
1
5

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。

(
4
)
建
築
物
の
内
装
制
限
に
対
応
し

た
高
意
匠
性
防
火
材
料
の
開
発

R
5
-
6

地
域
に
根
差
し
た
伝
統
工
芸
品
を
内
装
に
取
り
入
れ
る
需
要
が
増
え
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
性
の

高
い
製
品
が
特
に
好
ん
で
選
ば
れ
て
い
る
。
一
方
、
建
築
基
準
法
の
「
特
殊
建
築
物
」
に
該
当

す
る
学
校
や
ホ
テ
ル
、
百
貨
店
等
に
は
建
築
材
料
に
防
火
材
の
使
用
を
定
め
る
「
内
装
制
限
」

の
規
定
が
あ
り
、
木
質
材
を
防
火
材
と
し
て
開
発
す
る
事
は
難
易
度
が
高
く
、
開
発
の
参
入
障

壁
に
な
っ
て
い
た
。
本
研
究
で
は
燃
焼
性
を
数
値
評
価
で
き
る
コ
ー
ン
カ
ロ
リ
ー
メ
ー
タ
ー
で

種
々
の
製
品
部
材
毎
の
発
熱
量
を
測
定
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
防
火
性
に
最
適
な
部
材
構

成
を
迅
速
に
判
断
で
き
る
支
援
体
制
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
県
内
伝
統
工
芸
品
等
に
対
し
て
デ

ザ
イ
ン
性
と
防
火
性
を
両
立
し
た
建
築
内
装
材
の
開
発
を
支
援
す
る
。

2
,
1
1
2

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
中
間
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

(
5
)
M
I
M
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ド
抑
制

効
果
の
評
価
及
び
設
計
ツ
ー
ル

の
作
成

R
5
-
6

射
出
成
形
に
お
け
る
不
具
合
の
一
つ
に
、
材
料
の
合
流
す
る
部
分
に
発
生
し
外
観
不
良
や
強
度

低
下
が
現
れ
る
「
ウ
ェ
ル
ド
」
が
あ
り
、
金
属
粉
末
射
出
成
形
（
M
I
M
）
で
は
金
属
粉
末
を
含

む
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
や
、
焼
結
処
理
を
行
う
こ
と
か
ら
、
不
具
合
が
よ
り
顕
著
に
な
る
。

ウ
ェ
ル
ド
を
抑
制
す
る
に
は
、
合
流
し
た
樹
脂
を
逃
が
す
ス
ペ
ー
ス
（
捨
て
ボ
ス
）
を
予
め
金

型
に
設
け
る
対
策
が
有
効
で
あ
る
が
、
捨
て
ボ
ス
に
関
す
る
定
量
的
な
効
果
の
検
証
や
設
計
指

標
が
な
い
事
が
課
題
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
捨
て
ボ
ス
の
ウ
ェ
ル
ド
抑
制
効
果
を
、
成
形
時

の
解
析
及
び
焼
結
品
の
評
価
に
よ
っ
て
定
量
化
し
、
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
元
に
、
設
計
指
標
を

示
す
設
計
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
。

2
,
0
1
1

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。

(
6
)
デ
ジ
タ
ル
画
像
相
関
法
(
D
I
C
)

を
用
い
た
穿
孔
法
に
よ
る
残
留

応
力
評
価
手
法
の
開
発

R
5
-
6

金
属
加
工
や
成
形
、
溶
接
の
際
に
生
じ
る
残
留
応
力
は
製
品
の
疲
労
強
度
や
寸
法
精
度
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
残
留
応
力
の
評
価
手
法
の
中
で
、
穿
孔
法
は
A
S
T
M
(
米
国
試
験
材
料
協
会
)

で
規
格
化
さ
れ
て
い
る
計
測
法
で
あ
る
が
、
日
本
製
の
計
測
機
器
が
な
く
、
特
殊
な
ひ
ず
み

ゲ
ー
ジ
や
エ
ン
ド
ミ
ル
に
よ
る
高
度
な
穿
孔
加
工
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
穿
孔
法
に
よ
る
計
測

は
国
内
で
は
普
及
し
て
い
な
い
。
本
研
究
で
は
従
来
の
穿
孔
法
よ
り
も
簡
便
な
残
留
応
力
測
定

法
の
提
供
を
目
的
に
、
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
の
代
わ
り
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
相
関
法
を
用
い
た
穿
孔
法

に
よ
る
新
し
い
残
留
応
力
評
価
法
を
開
発
す
る
。

2
,
0
0
0

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。

630



（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
中
間
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

(
7
)
抗
菌
性
繊
維
製
品
開
発
を
支
援

す
る
た
め
の
評
価
体
制
の
確
立

R
6
-
7

安
全
と
衛
生
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
加
え
、
近
年
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
拡

大
か
ら
、
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
機
能
を
付
与
し
た
製
品
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
人
に
直
接
接

触
す
る
繊
維
製
品
は
開
発
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
抗
菌
性
を
謳
う
た
め
に
は
認
定
機
関
で

の
高
額
な
試
験
が
必
要
で
あ
る
が
、
抗
菌
作
用
を
高
め
る
た
め
各
種
の
条
件
で
作
製
し
た
全
て

の
開
発
品
を
認
定
機
関
で
試
験
す
る
の
は
費
用
的
に
も
期
間
的
に
も
現
実
的
で
は
な
い
。
本
研

究
で
は
、
繊
維
産
業
を
支
援
す
る
化
学
繊
維
研
究
所
と
菌
類
の
取
扱
い
に
長
け
た
生
物
食
品
研

究
所
が
連
携
し
、
優
れ
た
抗
菌
性
を
有
す
る
開
発
品
を
選
抜
す
る
た
め
の
抗
菌
性
試
験
の
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
県
内
企
業
の
抗
菌
性
繊
維
製
品
の
迅
速
な
開
発
を
支
援
す
る
。

2
,
0
3
1

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。

(
8
)
着
心
地
や
快
適
性
に
特
化
し
た

繊
維
製
品
作
り
の
た
め
の
評
価

手
法
の
確
立
と
素
材
開
発

R
6
-
7

福
岡
県
内
の
繊
維
関
連
企
業
の
9
割
が
糸
づ
く
り
か
ら
の
素
材
開
発
を
希
望
し
て
い
る
。
糸
仕

様
に
よ
り
糸
か
ら
で
き
て
い
る
生
地
の
特
性
や
風
合
い
が
変
わ
る
た
め
、
業
界
で
重
視
さ
れ
て

い
る
「
着
心
地
」
や
「
快
適
性
」
の
制
御
・
向
上
が
期
待
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
特
性
と
糸
仕
様

と
の
相
関
が
明
確
で
な
い
こ
と
に
加
え
、
人
の
感
覚
的
な
特
性
で
も
あ
る
た
め
評
価
が
難
し

い
。
本
研
究
で
は
「
着
心
地
」
な
ら
び
に
「
快
適
性
」
を
明
確
化
す
る
た
め
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

生
地
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
を
行
い
つ
つ
糸
仕
様
と
の
相
関
性
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
糸
づ
く

り
か
ら
の
素
材
開
発
に
必
要
な
糸
仕
様
と
「
着
心
地
」
、
「
快
適
性
」
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

す
る
。

6
,
0
4
2

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
中
間
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

(
9
)
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
を
用
い
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
の
複
合
化
技

術
の
構
築

R
6
-
7

国
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
を
策
定
す
る
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
促
進
を

目
指
し
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
構
築
や
石
油
由
来
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
削
減
な
ど

3
R
(
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
)
＋
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
を
基
本
原
則
と
し
た
対
応

を
求
め
て
い
る
。
リ
デ
ュ
ー
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
部
を
廃
材

木
粉
や
廃
棄
米
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
（
B
M
）
と
置
き
換
え
た
B
M
複
合
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
増

え
て
き
て
い
る
が
、
成
形
性
や
強
度
面
に
課
題
が
あ
り
用
途
が
限
定
的
と
な
っ
て
い
る
。
本
研

究
で
は
、
B
M
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
複
合
化
技
術
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、
得
ら
れ
た
技
術

を
活
用
し
て
幅
広
く
利
用
可
能
な
B
M
複
合
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
開
発
を
支
援
す
る
。

2
,
0
4
2

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。

(
1
0
)
長
期
安
定
食
品
及
び
次
世
代
食

品
開
発
の
た
め
の
食
感
評
価
技

術
の
確
立

R
6
-
7

近
年
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
に
伴
い
、
長
期
保
存
で
も
柔
ら
か
さ
を
保
持
し
た

菓
子
等
や
、
肉
様
食
感
が
特
徴
の
代
替
食
品
等
（
次
世
代
食
品
）
の
食
感
を
訴
求
し
た
食
品
開

発
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
食
品
の
開
発
及
び
品
質
管
理
に
は
、
食
感
の
定
量
的
評
価
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
食
品
を
構
成
す
る
成
分
や
物
理
構
造
等
の
不
均
一
性
に
起
因

し
て
評
価
結
果
が
大
き
く
ば
ら
つ
く
こ
と
か
ら
、
食
感
評
価
を
安
定
且
つ
正
確
に
行
う
に
は
高

度
な
技
術
を
要
し
、
県
内
企
業
単
独
で
は
困
難
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
企
業
ニ
ー
ズ
が
特
に

高
く
汎
用
性
も
高
い
澱
粉
加
工
食
品
及
び
タ
ン
パ
ク
質
食
品
を
対
象
と
し
て
、
食
感
の
定
量
的

評
価
技
術
を
確
立
し
、
県
内
企
業
の
長
期
安
定
食
品
・
次
世
代
食
品
の
開
発
促
進
を
は
か
る
。

2
,
0
0
0

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
中
間
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

(
1
1
)
セ
ン
ダ
ン
材
の
新
た
な
魅
力
を

引
き
出
す
家
具
デ
ザ
イ
ン

R
6
-
7

人
気
が
高
い
ウ
ォ
ー
ル
ナ
ッ
ト
等
の
輸
入
材
の
価
格
高
騰
で
、
国
産
材
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
。
県
内
で
は
早
生
樹
で
あ
る
セ
ン
ダ
ン
の
利
用
が
進
ん
で
き
た
が
、
セ
ン
ダ
ン
は
材
色
の
ば

ら
つ
き
が
大
き
く
表
面
材
と
し
て
使
用
す
る
際
の
色
合
わ
せ
が
難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

一
方
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
お
い
て
セ
ン
ダ
ン
を
加
熱
す
る
こ
と
で

材
色
の
ば
ら
つ
き
が
抑
え
ら
れ
、
か
つ
ウ
ォ
ー
ル
ナ
ッ
ト
の
よ
う
な
色
合
い
に
な
る
こ
と
を
見

出
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
セ
ン
ダ
ン
を
加
熱
す
る
こ
と
で
材
色
を
調
整
し
、
そ
の
印
象
評
価

を
行
う
。
評
価
結
果
を
踏
ま
え
家
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
試
作
品
を
展
示
発
表
す
る
こ
と
で
セ
ン

ダ
ン
の
家
具
用
材
と
し
て
の
利
用
促
進
を
目
指
す
。

2
,
3
7
2

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。

(
1
2
)
M
I
M
用
ホ
ッ
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
開

発
R
6
-
7

金
属
粉
末
射
出
成
形
（
M
I
M
）
は
、
複
雑
形
状
の
小
型
部
品
を
ニ
ア
ネ
ッ
ト
シ
ェ
イ
プ
で
大
量

生
産
で
き
る
こ
と
、
加
工
時
間
を
短
縮
で
き
る
こ
と
か
ら
、
特
に
医
療
機
器
業
界
、
自
動
車
部

品
業
界
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
福
岡
県
で
は
医
療
福
祉
機
器
産
業
や
自
動
車
の

電
動
化
等
、
成
長
が
期
待
さ
れ
る
産
業
分
野
へ
の
県
内
企
業
の
参
入
を
支
援
し
て
い
る
。
県
内

企
業
が
、
こ
れ
ら
成
長
が
期
待
さ
れ
る
産
業
分
野
に
新
た
に
参
入
す
る
に
は
、
高
精
度
部
品
を

低
コ
ス
ト
で
生
産
で
き
る
高
度
な
独
自
技
術
の
習
得
が
必
要
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
M
I
M
の

材
料
歩
留
ま
り
の
向
上
、
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
の
短
縮
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
繋
が
る
M
I
M
用

ホ
ッ
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
開
発
し
、
M
I
M
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
県
内
企
業
へ
の
普
及
を
進
め

る
。

2
,
0
2
1

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
中
間
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

(
1
3
)
最
適
化
技
術
と
機
械
学
習
を
併

用
し
た
熱
流
体
設
計
に
関
す
る

研
究

R
6
-
7

ト
ポ
ロ
ジ
ー
最
適
化
は
、
数
理
的
な
理
論
に
基
づ
い
て
、
目
標
と
す
る
性
能
を
得
る
た
め
の
最

適
な
構
造
を
求
め
る
技
術
で
あ
り
、
近
年
は
流
体
問
題
に
お
け
る
流
路
形
状
の
最
適
化
に
適
用

す
る
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
本
技
術
に
よ
り
、
人
間
で
は
考
え
つ
か
な
い
改
良
案
を
得
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
一
方
、
導
き
出
さ
れ
る
流
路
形
状
は
斬
新
・
奇
抜
な
構
造
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
工
業
製
品
と
し
て
製
造
す
る
こ
と
は
事
実
上
困
難
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
本
研
究

で
は
、
多
目
的
化
・
高
度
化
す
る
県
内
企
業
の
開
発
支
援
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

ト
ポ
ロ
ジ
ー
最
適
化
が
導
き
出
し
た
斬
新
・
奇
抜
な
最
適
化
構
造
を
工
業
製
品
と
し
て
現
実
的

な
構
造
と
す
る
た
め
に
機
械
学
習
を
併
用
し
た
設
計
支
援
の
基
盤
技
術
を
構
築
す
る
。

2
,
0
0
0

継
続

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り

継
続
す
る
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
課
題
選
定
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

(
1
)
博
多
人
形
用
代
替
粘
土
の
開
発

R
7

博
多
人
形
は
4
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
、
日
本
を
代
表
す
る
土
人
形
（
経
済
産
業
大
臣
指
定

「
伝
統
的
工
芸
品
」
）
で
あ
り
、
S
級
品
（
展
覧
会
出
展
作
品
）
、
A
級
品
（
一
般
販
売
用
人

形
）
、
B
級
品
（
干
支
人
形
等
の
廉
価
品
）
の
３
種
類
と
も
油
山
産
粘
土
で
製
作
し
て
い
る

が
、
唯
一
の
粘
土
の
製
造
会
社
が
R
6
で
廃
業
の
予
定
。
現
在
、
一
般
的
に
市
販
さ
れ
て
い
る
他

の
粘
土
で
は
、
博
多
人
形
特
有
の
繊
細
な
造
形
が
で
き
ず
、
ま
た
、
油
山
産
粘
土
と
同
等
の
材

質
を
有
す
る
も
の
で
製
作
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
博
多
人
形
と
し
て
認
定
さ
れ
な
い
。
よ
っ

て
、
博
多
人
形
の
継
続
的
な
製
作
の
た
め
、
油
山
産
粘
土
と
同
等
の
材
質
で
繊
細
な
造
形
が
可

能
な
代
替
粘
土
を
開
発
す
る
。

1
,
2
3
2

A

博
多
人
形
は
4
0
0
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
、
日
本
を

代
表
す
る
土
人
形
で
あ

り
、
粘
土
枯
渇
を
回
避
す

る
代
替
粘
土
開
発
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
本
研
究

に
よ
り
、
そ
の
他
の
土
人

形
や
陶
磁
器
業
界
へ
の
展

開
も
期
待
で
き
、
意
義
は

大
き
い
。

(
2
)
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
に
向
け
た

ゲ
ノ
ム
編
集
微
生
物
作
出
技
術

の
確
立

R
7
-
8

バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
と
は
、
微
生
物
や
動
植
物
の
細
胞
な
ど
生
物
由
来
の
素
材
に
よ
っ
て
物
質

を
生
産
す
る
こ
と
で
あ
り
、
化
学
品
、
素
材
、
燃
料
、
医
薬
品
、
食
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
近
年
で
は
ゲ
ノ
ム
編
集
を
は
じ
め
と
し
た
遺
伝
子
工
学
技

術
の
発
達
に
よ
り
、
物
質
生
産
性
を
高
度
に
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
と
い
う
手
法
は
高
度
な
技
術
や
設
備
が
必
要
で
あ
り
、
県
内
企
業
単
独
で

の
実
施
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
生
食
研
で
は
微
生
物
の
培
養
技
術
や
設
備
を
有
し
て
い
る
も
の

の
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
関
し
て
は
知
見
に
乏
し
い
。
本
研
究
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
微
生
物
を

作
出
す
る
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
県
内
企
業
の
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
分
野
で
の
新
た
な
製

品
開
発
の
促
進
を
図
る
。

2
,
0
2
1

A

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
活
用

す
る
製
品
開
発
ニ
ー
ズ
は

今
後
拡
大
が
予
想
さ
れ
る

が
、
企
業
単
独
で
の
実
施

は
困
難
で
あ
る
。
本
研
究

は
、
県
内
バ
イ
オ
も
の
づ

く
り
分
野
に
お
け
る
企

業
・
業
界
の
育
成
や
発
展

へ
の
貢
献
が
期
待
で
き

る
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
課
題
選
定
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

(
3
)
味
わ
い
に
特
徴
あ
る
県
産
酒
製

造
の
た
め
の
新
規
グ
リ
セ
ロ
ー

ル
高
生
産
酵
母
の
開
発

R
7
-
8

近
年
、
各
酒
造
メ
ー
カ
ー
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
香
味
を
強
化
し
た

清
酒
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
販
売
量
の
増
加
を
狙
っ
て
い
る
。
リ
ン
ゴ
様
や
バ
ナ
ナ
様
な

ど
の
”
香
り
”
を
強
化
し
た
清
酒
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
開
発
さ
れ
て
き
た
が
、
”
味
わ
い
（
特

に
甘
味
）
”
に
着
目
し
た
清
酒
の
開
発
事
例
は
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
す
っ

き
り
し
た
甘
口
の
清
酒
は
、
そ
の
飲
み
や
す
さ
か
ら
清
酒
に
な
じ
み
が
な
く
従
来
の
辛
口
清
酒

を
苦
手
と
す
る
消
費
者
層
を
中
心
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
酵
母
が
生
産
す
る

甘
味
成
分
の
う
ち
す
っ
き
り
し
た
甘
味
を
呈
す
る
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
に
着
目
し
、
グ
リ
セ
ロ
ー
ル

を
従
来
の
約
2
倍
以
上
生
産
す
る
清
酒
酵
母
の
開
発
を
本
取
組
の
目
的
と
す
る
。

2
,
0
4
2

A

新
規
酵
母
の
育
種
技
術
は

専
門
的
な
知
識
・
技
術
・

設
備
を
必
要
と
す
る
た

め
、
酒
造
企
業
に
よ
る
独

自
開
発
は
困
難
で
あ
る
。

本
研
究
に
よ
り
、
従
来
に

な
い
特
徴
的
な
清
酒
の
製

品
化
や
県
内
企
業
へ
の
技

術
普
及
に
貢
献
で
き
る
。

(
4
)
国
産
材
家
具
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
接
着
・
接
合
技
術
の
開
発

R
7
-
8

近
年
、
国
産
針
葉
樹
材
（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
）
の
ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
が
、
強
度
が

低
い
た
め
、
活
用
方
法
が
限
定
的
で
あ
る
。
県
内
で
は
強
度
を
向
上
さ
せ
る
等
の
目
的
で
開
発

さ
れ
た
新
規
集
成
材
が
家
具
に
活
用
さ
れ
始
め
て
い
る
が
接
着
工
程
に
起
因
し
た
変
形
や
割
れ

等
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
国
産
針
葉
樹
材
の
椅
子
等
は
、
接
合
部
の
強
度
不
足

に
つ
い
て
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
当
該
集
成
材
の
製
造
条
件
の
確

立
お
よ
び
接
合
部
の
新
規
構
造
の
創
出
を
目
指
し
、
国
産
針
葉
樹
材
の
接
着
・
接
合
技
術
に
関

す
る
加
工
技
術
の
開
発
を
行
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
評
価
手
法
と
し
て
、
応
力
に
よ
る
ひ
ず
み

を
可
視
化
で
き
る
D
I
C
（
デ
ジ
タ
ル
画
像
相
関
法
）
技
術
の
活
用
を
試
み
る
。

2
,
0
0
0

A

国
産
針
葉
樹
を
用
い
る
家

具
加
工
技
術
開
発
は
、
県

内
家
具
業
界
の
共
通
課
題

で
あ
る
が
、
企
業
単
独
や

業
界
だ
け
で
は
対
応
が
困

難
で
あ
る
。
本
研
究
に
よ

り
県
内
企
業
・
業
界
の
育

成
、
評
価
手
法
の
高
度
化

へ
の
貢
献
が
期
待
で
き

る
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
課
題
選
定
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

(
5
)
レ
ー
ザ
技
術
を
活
用
し
た
難
加

工
厚
板
の
新
接
合
技
術
の
確
立

R
7
-
8

レ
ー
ザ
技
術
は
材
料
表
面
の
局
所
的
な
加
熱
、
溶
融
が
得
意
で
あ
り
、
従
来
の
金
属
加
工
プ
ロ

セ
ス
の
課
題
で
あ
っ
た
熱
影
響
（
歪
み
等
）
の
抑
制
、
異
材
接
合
へ
の
適
用
等
、
製
品
の
高
品

質
・
高
付
加
価
値
化
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
制
御
に
適
し
て
お

り
、
生
産
性
向
上
や
技
能
継
承
の
問
題
解
決
に
も
有
効
で
あ
る
。
通
常
レ
ー
ザ
溶
接
を
厚
板
接

合
に
適
用
す
る
場
合
、
入
熱
が
小
さ
い
た
め
大
入
熱
で
あ
る
ア
ー
ク
溶
接
等
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
溶
接
が
行
わ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
溶
接
、
熱
処
理
、
肉
盛
技
術

を
活
用
し
、
３
つ
の
加
工
法
を
融
合
し
た
新
し
い
厚
板
接
合
技
術
に
取
組
む
。

2
,
0
4
2

A

金
属
加
工
の
高
度
化
の
た

め
、
今
後
レ
ー
ザ
加
工
の

活
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
る

が
、
九
州
内
で
の
設
備
導

入
・
技
術
蓄
積
は
限
定
的

で
あ
る
。
本
研
究
と
県
重

点
事
業
を
あ
わ
せ
、
県
内

企
業
の
加
工
技
術
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
に
貢
献
で
き

る
。

(
6
)
輸
送
車
両
の
不
規
則
振
動
に
対

応
し
た
新
た
な
振
動
試
験
・
振

動
解
析
技
術
に
関
す
る
研
究

R
7
-
8

包
装
貨
物
や
車
載
製
品
等
は
輸
送
車
両
の
不
規
則
振
動
で
製
品
の
損
傷
が
発
生
し
う
る
た
め
、

振
動
試
験
や
振
動
解
析
(
疲
労
解
析
)
が
行
わ
れ
て
い
る
。
振
動
の
性
質
に
よ
り
製
品
の
損
傷
度

は
変
化
す
る
た
め
、
現
場
で
実
測
し
た
振
動
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
際
に
、
周
波
数
解
析
を
利
用
し
た
方
法
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
方
法
は

時
間
に
よ
る
振
動
の
強
弱
を
う
ま
く
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
損
傷
リ
ス
ク
を
過
小
評
価
し

て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
振
動
の
強
弱
を
再
現
で
き
る
新
し
い
振

動
試
験
・
振
動
解
析
技
術
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

2
,
0
2
1

A

当
該
技
術
は
振
動
試
験
方

法
や
疲
労
解
析
方
法
を
よ

り
適
正
化
す
る
も
の
で
あ

り
、
製
品
開
発
に
有
用
で

あ
る
が
、
中
小
企
業
単
独

で
は
対
応
が
困
難
で
あ

る
。
本
研
究
に
よ
り
、
独

自
技
術
確
立
と
県
内
企
業

へ
の
普
及
促
進
が
期
待
で

き
る
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
農
林
業
総
合
試
験
場
　
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
終
了
時
」

農
林
水
産
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

花
き
ス
マ
ー
ト
生
産
管
理
技
術

開
発
事
業

R
3
～
R
5

近
年
の
花
き
生
産
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
灰
色
か
び
病
の
多
発
、
草
丈
の
伸
長
不
足
、
品
質
低

下
等
を
解
決
す
る
た
め
に
、
省
力
的
な
安
定
生
産
技
術
を
確
立
し
、
花
き
生
産
者
の
収
量
向
上

お
よ
び
本
県
花
き
産
地
の
競
争
力
強
化
を
図
る
。

3
0
,
2
5
7

A
-
普
及

本
課
題
は
花
き
類
の
施
設

栽
培
に
お
け
る
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
よ
る
統
合
型

の
環
境
制
御
技
術
の
確
立

を
目
指
す
も
の
で
あ
り
，

本
事
業
で
得
ら
れ
た
技
術

は
生
産
者
に
と
っ
て
極
め

て
有
意
義
な
も
の
と
言
え

る
た
め
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
農
林
業
総
合
試
験
場
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
課
題
選
定
時
」

農
林
水
産
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

高
温
登
熟
性
に
優
れ
た
水
稲
極

早
生
品
種
の
最
終
選
抜

R
7
～
9

「
夢
つ
く
し
」
は
、
良
食
味
で
根
強
い
人
気
が
あ
る
も
の
の
、
高
温
登
熟
耐
性
が
弱
く
、
白
未

熟
粒
の
発
生
に
よ
る
１
等
米
比
率
の
低
下
に
加
え
、
い
も
ち
病
に
弱
く
、
年
々
低
収
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
温
登
熟
耐
性
が
強
く
、
い
も
ち
病
抵
抗
性
を
備
え
た
水
稲
極
早
生
品
種
の

後
継
品
種
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
高
品
質
多
収
技
術
を
開
発
し
、
新
品
種
の
早
期
普
及
・
定

着
を
図
る
。

9
,
6
9
9

A

地
球
環
境
変
動
に
対
応
し

た
品
種
育
成
は
稲
作
に
お

い
て
非
常
に
重
要
な
課
題

で
、
高
温
や
い
も
ち
病
に

弱
い
現
行
品
種
の
後
継
品

種
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
研
究
計
画
に
つ
い
て

も
適
切
に
設
計
さ
れ
て
い

る
た
め
。

「
福
岡
の
八
女
茶
」
新
品
種
の

現
地
試
験

R
7
～
1
3

八
女
茶
産
地
で
は
伝
統
本
玉
露
を
旗
印
に
、
高
級
茶
産
地
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
て
き

た
が
、
主
力
品
種
で
あ
る
「
や
ぶ
き
た
」
の
多
く
は
植
栽
か
ら
3
0
年
以
上
が
経
過
し
、
改
植
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
改
植
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
関
係
機
関
か
ら
は
「
や
ぶ
き
た
」
以

上
の
う
ま
味
や
鮮
緑
色
を
持
つ
「
さ
え
み
ど
り
」
を
超
え
る
県
独
自
品
種
の
一
年
で
も
早
い
開

発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
数
の
系
統
を
直
接
現
地
で
試
験
す
る
こ
と
で
開
発
期
間

を
1
0
年
間
短
縮
し
、
令
和
1
3
年
度
の
品
種
登
録
出
願
を
目
指
す
。

1
0
,
4
7
2

A

試
験
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
必
要
な
施
設
や
機
械
が

整
備
さ
れ
試
験
設
計
も
適

切
で
あ
り
、
関
係
機
関
と

の
協
力
体
制
も
構
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
品

種
育
成
後
の
早
期
普
及
の

可
能
性
も
高
い
た
め
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

639



（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
終
了
時
」

農
林
水
産
部
水
産
局
漁
業
管
理
課

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

1
漁
業
経
営
を
支
え
る
地
域
資
源

づ
く
り

R
3
～
5

　
漁
業
就
業
の
機
会
を
増
や
し
、
漁
業
経
営
を
支
え
る
基
盤
を
創
出
す
る
た
め
、
操
業
の
経
費

が
少
な
く
、
高
齢
者
や
新
規
就
業
者
が
容
易
に
着
業
し
や
す
い
沿
岸
域
や
河
川
に
お
け
る
漁
業

振
興
が
課
題
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
筑
前
海
・
豊
前
海
の
藻
場
で
ア
カ
モ
ク
の
増
殖
技
術
や
投
石
に
よ
る
藻
場
造
成

手
法
を
開
発
し
た
。
ま
た
、
糸
島
の
加
布
里
干
潟
で
稚
貝
・
幼
貝
の
育
成
技
術
を
開
発
し
た
。

さ
ら
に
、
内
水
面
で
は
照
度
管
理
に
よ
る
ア
ユ
の
成
熟
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
を
開
発
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
各
地
域
で
資
源
づ
く
り
や
漁
場
づ
く
り
が
進
み
、
地
域
の
漁
業
の
安
定
が
図
ら

れ
た
。

2
3
,
1
8
8

Ａ
ー
普
及

　
本
研
究
の
成
果
が
漁
業

者
の
養
殖
管
理
や
藻
場
造

成
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

資
源
の
増
大
に
つ
な
が
る

成
果
が
得
ら
れ
た
た
め
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

640


